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Abstract 
“Project-Based Learning(PBL)” has received considerable attention over the past several years.  This study 
shows one examples of PBL. Nowadays it is often said that traditional lectures are not sufficient in order to 
improve understanding levels of students.  Presentation is regarded as one of the effective procedures that 
reflect learners’ comprehension.  In 2014 Hokkaido University of Science remodeled drastically its structure 
of departments.   According to the policy, the Department of Humanity and Social Science was reorganized 
into four majors.  The curriculum was strictly specified respectfully.  Students of Business Administration 
has been working on a project that presentation and debate are combined.  Debate skills that students 


























役立つ力をつける 4 専攻 9 コース」と前面に押し
出した結果、平成 25 年度の入学者 20 名（定員 70







































































 67 名の１年生を 3～4名のグループに分け、全員 
が試合を経験する対戦を組んだ。論題は全試合共 




 ステージ 時 間 
１ 肯定側（否定側）立論 3 分 
２ 相手への質疑・応答 1 分 
３ 第一反駁 2 分 
４ 第二反駁 2 分 














































































































 ステージ 時間 
1 先攻側：基調スピーチ 5 分 
2 後攻側からの質問・答弁 各 2分 
3 後攻側：基調スピーチ 5 分 
4 先攻側からの質問・答弁 各 2分 
5 先攻側：反論 2 分 
6 後攻側：反論 2 分 
7 後攻側：優位性の主張 2 分 
8 先攻側：優位性の主張 2 分 


















ステージで WEB を用いて評点をつける。 
さらにディベート「フローシート」で議論の展
開を記録する。これは発表を聞いて重要な語句や
数値などを書きとり、それらがどのようにつなが
っているかを可視化するツールである。 
3.2.4 省察レポートより 
 プレゼンテーションの翌週に提出するレポートか
ら特徴的なコメントを引用する。 
・経営学専攻のみで形成されたメンバーのディベー
トでは、より一層深いものを追究しているのを感
じた。  
・敗因は準備不足。もっと調査すれば相手チームの
戦略を見通せた。（中略）勝敗ではなく、考えを深
められたことに価値がある。  
・何かを説明する際、必要になる論点を整理する力
が向上する。  
4．考察とまとめ 
本稿で報告したディベートを取り入れたプレゼ
ンテーションは、次の点において PBL としての価
値がある。 
・課題が、学習者の専攻に根ざしていることで学
習の初期段階から問題意識が強くなる。 
・プレゼンテーションの場で、聞き手も学習の主
体者として機能しているため、同時に全員に学
習の機会が保障されている。 
・プレゼンテーションの前段として準備活動があ
り、また事後活動としてレポート提出があるこ
とで、単発の発表活動ではなく、学習が一連の
流れとしての文脈を有する。 
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